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補
正
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一
般
会
計
は
、
15
億
４
千
779
万
６
千
円
の

追
加
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・
平
成
25
年
に
実
施
さ
れ
た
生
活
扶
助
基
準

改
定
に
関
す
る
最
高
裁
判
決
を
踏
ま
え
た

生
活
保
護
費
な
ど
の
追
加
給
付
分
を
支
給

す
る
た
め
の
経
費
。

・
国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
中
東
情
勢
の
影

響
に
伴
う
石
油
等
由
来
製
品
の
価
格
高
騰

や
供
給
不
足
の
影
響
を
受
け
、
売
上
総
利

益
が
減
少
し
て
い
る
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
の
経
費
。

・
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
、
川
口
駅
東

口
駐
輪
場
前
指
定
喫
煙
所
を
コ
ン
テ
ナ
型

喫
煙
所
に
改
修
す
る
た
め
の
経
費
。

・
介
護
従
事
者
が
安
心
し
て
居
宅
を
訪
問
で

き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、
市
内
の
介
護

保
険
事
業
所
に
対
し
、
安
全
対
策
用
品
を

配
付
す
る
た
め
の
経
費
。

　
特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
お
よ

び
土
地
区
画
整
理
事
業
の
２
会
計
で
、
１
億

５
千
505
万
円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
議
案

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

条
例
議
案

◆
工
場
立
地
法
に
基
づ
く
緑
地
面
積
率
等
に

関
す
る
準
則
を
定
め
る
条
例

　
工
場
の
立
地
促
進
お
よ
び
市
外
移
転
防
止

に
よ
り
本
市
の
産
業
振
興
な
ど
を
図
る
た

め
、
工
場
立
地
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定

工
場
に
か
か
る
緑
地
面
積
率
等
に
関
す
る
準

則
を
定
め
る
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

◆
川
口
市
立
川
口
駅
前
市
民
ホ
ー
ル
設
置
及

び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
利

用
料
金
の
額
の
改
定
を
行
う
ほ
か
、
改
修
工

事
の
実
施
に
伴
い
必
要
な
改
正
を
行
う
も

の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
12
件

契
約
議
案

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
安
行
霊
園
改
築
工
事

◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

・
戸
塚
環
境
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
工
事

財
産
の
交
換
議
案

◆
財
産
の
交
換
に
つ
い
て

・
Ｕ
Ｒ
川
口
並
木
町
住
宅
跡
地
の
市
有
地

と
、
建
物
完
成
後
に
市
が
取
得
を
予
定
し

て
い
る
公
共
床
を
交
換
す
る
も
の
。

財
産
の
無
償
貸
付
議
案

◆
財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

・
Ｕ
Ｒ
川
口
並
木
町
住
宅
跡
地
の
利
活
用
事

業
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
事
業
が
完
了

す
る
ま
で
、
市
の
土
地
を
無
償
で
貸
し
付

け
る
も
の
。

財
産
の
取
得
議
案

◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

・
塵
芥
車
（
３
ｔ
）

・
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

・
救
助
工
作
車

・
高
規
格
救
急
自
動
車

・
高
度
救
命
処
置
用
資
機
材

訴
え
の
提
起
議
案

◆
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

・
支
払
督
促
の
申
立
て

・
児
童
扶
養
手
当
返
還
金
等
の
請
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
７
件

和
解
議
案

◆
和
解
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
本
庁
舎
建
設
に
お
け
る
電
波
障
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
１
件

専
決
処
分
の
承
認
議
案

◆
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

・
令
和
７
年
度
川
口
市
一
般
会
計
補
正
予
算

・
川
口
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
２
件

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
議
案

◆
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
川
口
市
立
上
青
木
保
育
所

・
川
口
市
立
領
家
保
育
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
２
件

市
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
議
案

◆
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

・
安
行
第
375

－

６
号
線

◆
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

・
神
根
第
165
号
線

・
安
行
第
40
号
線

人
事
議
案

　
　
（
（新）
は
新
任
、
（再）
は
再
任
、
敬
称
略
）

◆
川
口
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意
に

つ
い
て

　
沖
田
　
　
保
（再）
、
　
小
櫃
　
敏
文
（再）
、

　
鈴
木
　
　
一
（新）
、
　
田
中
　
淳
子
（新）
、

　
豊
田
　
　
滿
（再）
、
　
中
田
　
裕
子
（再）
、

　
濱
田
　
義
彦
（新）
、
　
濱
野
　
隆
次
（新）
、

　
森
　
　
京
子
（再）
、
　
山
岡
佐
智
子
（再）
、

　
山
岡
　
宗
義
（再）
、
　
山
﨑
　
敬
司
（新）

◆
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
神
山
　
雅
子
（再）
、
　
髙
橋
　
光
代
（新）

議
員
提
案

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
今
定
例
会
に
議
員
提
案
と
し
て
、
意
見
書

２
件
の
提
出
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
う
ち

１
件
が
可
決
さ
れ
、
関
係
機
関
へ
送
付
し
ま

し
た
。

【
意
見
書
】

◆
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
等
の
影
響
に
よ
る
中

小
零
細
企
業
の
経
営
環
境
の
悪
化
に
対
す

る
緊
急
支
援
策
を
求
め
る
意
見
書

永
年
勤
続
議
員
表
彰

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
全
国
市
議
会
議
長
会
お
よ
び
埼
玉
県
市
議

会
議
長
会
か
ら
、
永
年
に
わ
た
る
地
方
自
治

の
進
展
と
市
政
の
発
展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ

た
功
績
に
対
し
、
次
の
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

◇
勤
続
15
年

　
榊
原
　
秀
忠

◇
勤
続
10
年

　
舩
津
　
由
徳議

会
人
事

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
奥
富
　
精
一
、
　
古
川
　
九
一
、

　
関
　
　
裕
通

【
戸
田
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
企
業
団
議
会
議
員
】

　
奥
富
　
精
一
、
　
福
田
　
洋
子
、

　
藤
田
み
つ
ぐ
、
　
古
川
　
九
一
、

　
杉
本
　
佳
代
、
　
若
谷
　
正
巳
、

　
関
　
由
紀
夫
、
　
松
本
　
幸
恵

所信と報告を述べる岡村市長

予
算
・一般
議
案
52
件
を
議
決

６月市議会定例会
　令
和
８
年
第
２
回
（
６
月
）
市
議
会
定
例
会
は
、
６
月
５
日
か
ら
30
日
ま
で
の
26
日
間
に

わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
追
加
議
案
を
含
め
、
予

算
議
案
４
件
、
条
例
議
案
な
ど
の
一
般
議
案
48
件
の
合
計
52
件
で
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

埼
玉
県
議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

県
議
会
広
報
番
組

「
こ
ん
に
ち
は
県
議
会
で
す
」

テ
レ
ビ
埼
玉(

地
デ
ジ
３
ch)

に
て

放
送
中

※
詳
細
は
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

　く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

本
会
議
の
様
子
が

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ア
ク
セ
ス
を
。

問い合わせ…議会事務局　i048-257-1405
k048-257-5500

問い合わせ…国民健康保険に加入のかた　　　　国民健康保険課　　i048-259-7670　k048-259-4950
　　　　　　後期高齢者医療制度に加入のかた　高齢者保険事業室　i048-259-7653　k048-259-7930

高額療養費の手続きに関するお問い合わせは、
ご加入の保険者（健康保険組合・全国健康保険協会・共済組合・国民健康保険組合・市担当課）まで

F0120-617-111今回の見直しなどに関するお問い合わせは、厚生労働省コールセンターF0120-617-111へ
月～土曜日 9:00～18:00（日曜・祝・休日、年末年始を除く）　　 運用期聞 …令和9年3月まで

年収目安 70歳
未満

ア

イ

ウ

エ

オ

－

－

70歳
以上

現役並み
所得者Ⅲ
現役並み
所得者Ⅱ
現役並み
所得者Ⅰ

一般

－

低所得Ⅱ

低所得Ⅰ

適用区分
入院＋外来
【月額上限】
（世帯ごと）
252,600円＋1％

〈多数回該当：140,100円〉
167,400円＋1％

〈多数回該当：93,000円〉
80,100円＋1％

〈多数回該当：44,400円〉
57,600円

〈多数回該当：44,400円〉
35,400円

〈多数回該当：24,600円〉

24,600円

15,000円

外来特例
【70歳以上のみ】
（個人ごと）

－

－

－

月額上限18,000円
（年間上限14.4万円）

－

月額上限8,000円

月額上限8,000円

入院＋外来
【月額上限】
（世帯ごと）
270,300円＋1％

〈多数回該当：140,100円〉
179,100円＋1％

〈多数回該当：93,000円〉
85,800円＋1％

〈多数回該当：44,400円〉
61,500円

〈多数回該当：44,400円〉
36,900円

〈多数回該当：24,600円〉
25,700円

〈多数回該当：24,600円〉

15,700円

入院＋外来
【年間上限】
（世帯ごと）

1,680,000円

1,110,000円

530,000円

530,000円

290,000円

290,000円

180,000円

外来特例
【70歳以上のみ】
（個人ごと）

－

－

－

月額上限22,000円
（年間上限21.6万円）

－

月額上限11,000円
（年間上限9.6万円）

月額上限8,000円

令和8年7月診療分まで 令和8年8月診療分～令和9年7月診療分

高額療養費制度とは、ひと月に医療機関へ支払った金額が高額になった場合、定められた上限額を超えて支払った金額を
払い戻す制度です。令和8年8月診療分から、月間の上限額が変更になるほか、新たに年間の上限額が新設されます。
なお、本制度の見直しは、令和8年度と令和9年度の2段階に分けて実施されます。詳細は厚生労働省ホームページをご確
認ください。

令和8年8月から高額療養費制度が見直されます

約1,160万円～

約770万円～
約1,160万円
約370万円～
約770万円

～約370万円

住民税非課税
（70歳未満）
住民税非課税
（70歳以上）
住民税非課税
（収入が一定以下・

70歳以上）
※多数回該当・・・直近12カ月以内に3回以上、上限額に達した場合、4回目から上限額が下がります。

▲厚生労働省
　ホームページ
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一
般
会
計
は
、
15
億
４
千
779
万
６
千
円
の

追
加
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・
平
成
25
年
に
実
施
さ
れ
た
生
活
扶
助
基
準

改
定
に
関
す
る
最
高
裁
判
決
を
踏
ま
え
た

生
活
保
護
費
な
ど
の
追
加
給
付
分
を
支
給

す
る
た
め
の
経
費
。

・
国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
中
東
情
勢
の
影

響
に
伴
う
石
油
等
由
来
製
品
の
価
格
高
騰

や
供
給
不
足
の
影
響
を
受
け
、
売
上
総
利

益
が
減
少
し
て
い
る
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
の
経
費
。

・
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
、
川
口
駅
東

口
駐
輪
場
前
指
定
喫
煙
所
を
コ
ン
テ
ナ
型

喫
煙
所
に
改
修
す
る
た
め
の
経
費
。

・
介
護
従
事
者
が
安
心
し
て
居
宅
を
訪
問
で

き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、
市
内
の
介
護

保
険
事
業
所
に
対
し
、
安
全
対
策
用
品
を

配
付
す
る
た
め
の
経
費
。

　
特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
お
よ

び
土
地
区
画
整
理
事
業
の
２
会
計
で
、
１
億

５
千
505
万
円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
議
案
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主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

条
例
議
案

◆
工
場
立
地
法
に
基
づ
く
緑
地
面
積
率
等
に

関
す
る
準
則
を
定
め
る
条
例

　
工
場
の
立
地
促
進
お
よ
び
市
外
移
転
防
止

に
よ
り
本
市
の
産
業
振
興
な
ど
を
図
る
た

め
、
工
場
立
地
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定

工
場
に
か
か
る
緑
地
面
積
率
等
に
関
す
る
準

則
を
定
め
る
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

◆
川
口
市
立
川
口
駅
前
市
民
ホ
ー
ル
設
置
及

び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
利

用
料
金
の
額
の
改
定
を
行
う
ほ
か
、
改
修
工

事
の
実
施
に
伴
い
必
要
な
改
正
を
行
う
も

の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
12
件

契
約
議
案

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
安
行
霊
園
改
築
工
事

◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

・
戸
塚
環
境
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
工
事

財
産
の
交
換
議
案

◆
財
産
の
交
換
に
つ
い
て

・
Ｕ
Ｒ
川
口
並
木
町
住
宅
跡
地
の
市
有
地

と
、
建
物
完
成
後
に
市
が
取
得
を
予
定
し

て
い
る
公
共
床
を
交
換
す
る
も
の
。

財
産
の
無
償
貸
付
議
案

◆
財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

・
Ｕ
Ｒ
川
口
並
木
町
住
宅
跡
地
の
利
活
用
事

業
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
事
業
が
完
了

す
る
ま
で
、
市
の
土
地
を
無
償
で
貸
し
付

け
る
も
の
。

財
産
の
取
得
議
案

◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

・
塵
芥
車
（
３
ｔ
）

・
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

・
救
助
工
作
車

・
高
規
格
救
急
自
動
車

・
高
度
救
命
処
置
用
資
機
材

訴
え
の
提
起
議
案

◆
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

・
支
払
督
促
の
申
立
て

・
児
童
扶
養
手
当
返
還
金
等
の
請
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
７
件

和
解
議
案

◆
和
解
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
本
庁
舎
建
設
に
お
け
る
電
波
障
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
１
件

専
決
処
分
の
承
認
議
案

◆
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

・
令
和
７
年
度
川
口
市
一
般
会
計
補
正
予
算

・
川
口
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
２
件

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
議
案

◆
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
川
口
市
立
上
青
木
保
育
所

・
川
口
市
立
領
家
保
育
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
２
件

市
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
議
案

◆
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

・
安
行
第
375

－

６
号
線

◆
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

・
神
根
第
165
号
線

・
安
行
第
40
号
線

人
事
議
案

　
　
（
（新）
は
新
任
、
（再）
は
再
任
、
敬
称
略
）

◆
川
口
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意
に

つ
い
て

　
沖
田
　
　
保
（再）
、
　
小
櫃
　
敏
文
（再）
、

　
鈴
木
　
　
一
（新）
、
　
田
中
　
淳
子
（新）
、

　
豊
田
　
　
滿
（再）
、
　
中
田
　
裕
子
（再）
、

　
濱
田
　
義
彦
（新）
、
　
濱
野
　
隆
次
（新）
、

　
森
　
　
京
子
（再）
、
　
山
岡
佐
智
子
（再）
、

　
山
岡
　
宗
義
（再）
、
　
山
﨑
　
敬
司
（新）

◆
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
神
山
　
雅
子
（再）
、
　
髙
橋
　
光
代
（新）

議
員
提
案

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
今
定
例
会
に
議
員
提
案
と
し
て
、
意
見
書

２
件
の
提
出
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
う
ち

１
件
が
可
決
さ
れ
、
関
係
機
関
へ
送
付
し
ま

し
た
。

【
意
見
書
】

◆
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
等
の
影
響
に
よ
る
中

小
零
細
企
業
の
経
営
環
境
の
悪
化
に
対
す

る
緊
急
支
援
策
を
求
め
る
意
見
書

永
年
勤
続
議
員
表
彰

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
全
国
市
議
会
議
長
会
お
よ
び
埼
玉
県
市
議

会
議
長
会
か
ら
、
永
年
に
わ
た
る
地
方
自
治

の
進
展
と
市
政
の
発
展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ

た
功
績
に
対
し
、
次
の
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

◇
勤
続
15
年

　
榊
原
　
秀
忠

◇
勤
続
10
年

　
舩
津
　
由
徳議

会
人
事

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
奥
富
　
精
一
、
　
古
川
　
九
一
、

　
関
　
　
裕
通

【
戸
田
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
企
業
団
議
会
議
員
】

　
奥
富
　
精
一
、
　
福
田
　
洋
子
、

　
藤
田
み
つ
ぐ
、
　
古
川
　
九
一
、

　
杉
本
　
佳
代
、
　
若
谷
　
正
巳
、

　
関
　
由
紀
夫
、
　
松
本
　
幸
恵

所信と報告を述べる岡村市長

予
算
・一般
議
案
52
件
を
議
決

６月市議会定例会
　令
和
８
年
第
２
回
（
６
月
）
市
議
会
定
例
会
は
、
６
月
５
日
か
ら
30
日
ま
で
の
26
日
間
に

わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
追
加
議
案
を
含
め
、
予

算
議
案
４
件
、
条
例
議
案
な
ど
の
一
般
議
案
48
件
の
合
計
52
件
で
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

埼
玉
県
議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

県
議
会
広
報
番
組

「
こ
ん
に
ち
は
県
議
会
で
す
」

テ
レ
ビ
埼
玉(

地
デ
ジ
３
ch)

に
て

放
送
中

※
詳
細
は
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

　く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

本
会
議
の
様
子
が

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ア
ク
セ
ス
を
。

問い合わせ…議会事務局　i048-257-1405
k048-257-5500

問い合わせ…国民健康保険に加入のかた　　　　国民健康保険課　　i048-259-7670　k048-259-4950
　　　　　　後期高齢者医療制度に加入のかた　高齢者保険事業室　i048-259-7653　k048-259-7930

高額療養費の手続きに関するお問い合わせは、
ご加入の保険者（健康保険組合・全国健康保険協会・共済組合・国民健康保険組合・市担当課）まで

F0120-617-111今回の見直しなどに関するお問い合わせは、厚生労働省コールセンターF0120-617-111へ
月～土曜日 9:00～18:00（日曜・祝・休日、年末年始を除く）　　 運用期聞 …令和9年3月まで

年収目安 70歳
未満

ア

イ

ウ

エ

オ

－

－

70歳
以上

現役並み
所得者Ⅲ
現役並み
所得者Ⅱ
現役並み
所得者Ⅰ

一般

－

低所得Ⅱ

低所得Ⅰ

適用区分
入院＋外来
【月額上限】
（世帯ごと）
252,600円＋1％

〈多数回該当：140,100円〉
167,400円＋1％

〈多数回該当：93,000円〉
80,100円＋1％

〈多数回該当：44,400円〉
57,600円

〈多数回該当：44,400円〉
35,400円

〈多数回該当：24,600円〉

24,600円

15,000円

外来特例
【70歳以上のみ】
（個人ごと）

－

－

－

月額上限18,000円
（年間上限14.4万円）

－

月額上限8,000円

月額上限8,000円

入院＋外来
【月額上限】
（世帯ごと）
270,300円＋1％

〈多数回該当：140,100円〉
179,100円＋1％

〈多数回該当：93,000円〉
85,800円＋1％

〈多数回該当：44,400円〉
61,500円

〈多数回該当：44,400円〉
36,900円

〈多数回該当：24,600円〉
25,700円

〈多数回該当：24,600円〉

15,700円

入院＋外来
【年間上限】
（世帯ごと）

1,680,000円

1,110,000円

530,000円

530,000円

290,000円

290,000円

180,000円

外来特例
【70歳以上のみ】
（個人ごと）

－

－

－

月額上限22,000円
（年間上限21.6万円）

－

月額上限11,000円
（年間上限9.6万円）

月額上限8,000円

令和8年7月診療分まで 令和8年8月診療分～令和9年7月診療分

高額療養費制度とは、ひと月に医療機関へ支払った金額が高額になった場合、定められた上限額を超えて支払った金額を
払い戻す制度です。令和8年8月診療分から、月間の上限額が変更になるほか、新たに年間の上限額が新設されます。
なお、本制度の見直しは、令和8年度と令和9年度の2段階に分けて実施されます。詳細は厚生労働省ホームページをご確
認ください。

令和8年8月から高額療養費制度が見直されます

約1,160万円～

約770万円～
約1,160万円
約370万円～
約770万円

～約370万円

住民税非課税
（70歳未満）
住民税非課税
（70歳以上）
住民税非課税
（収入が一定以下・

70歳以上）
※多数回該当・・・直近12カ月以内に3回以上、上限額に達した場合、4回目から上限額が下がります。

▲厚生労働省
　ホームページ
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補
正
予
算
議
案

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
一
般
会
計
は
、
15
億
４
千
779
万
６
千
円
の

追
加
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・
平
成
25
年
に
実
施
さ
れ
た
生
活
扶
助
基
準

改
定
に
関
す
る
最
高
裁
判
決
を
踏
ま
え
た

生
活
保
護
費
な
ど
の
追
加
給
付
分
を
支
給

す
る
た
め
の
経
費
。

・
国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
中
東
情
勢
の
影

響
に
伴
う
石
油
等
由
来
製
品
の
価
格
高
騰

や
供
給
不
足
の
影
響
を
受
け
、
売
上
総
利

益
が
減
少
し
て
い
る
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
の
経
費
。

・
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
、
川
口
駅
東

口
駐
輪
場
前
指
定
喫
煙
所
を
コ
ン
テ
ナ
型

喫
煙
所
に
改
修
す
る
た
め
の
経
費
。

・
介
護
従
事
者
が
安
心
し
て
居
宅
を
訪
問
で

き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、
市
内
の
介
護

保
険
事
業
所
に
対
し
、
安
全
対
策
用
品
を

配
付
す
る
た
め
の
経
費
。

　
特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
お
よ

び
土
地
区
画
整
理
事
業
の
２
会
計
で
、
１
億

５
千
505
万
円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
議
案

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

条
例
議
案

◆
工
場
立
地
法
に
基
づ
く
緑
地
面
積
率
等
に

関
す
る
準
則
を
定
め
る
条
例

　
工
場
の
立
地
促
進
お
よ
び
市
外
移
転
防
止

に
よ
り
本
市
の
産
業
振
興
な
ど
を
図
る
た

め
、
工
場
立
地
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定

工
場
に
か
か
る
緑
地
面
積
率
等
に
関
す
る
準

則
を
定
め
る
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

◆
川
口
市
立
川
口
駅
前
市
民
ホ
ー
ル
設
置
及

び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
利

用
料
金
の
額
の
改
定
を
行
う
ほ
か
、
改
修
工

事
の
実
施
に
伴
い
必
要
な
改
正
を
行
う
も

の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
12
件

契
約
議
案

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
安
行
霊
園
改
築
工
事

◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

・
戸
塚
環
境
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
工
事

財
産
の
交
換
議
案

◆
財
産
の
交
換
に
つ
い
て

・
Ｕ
Ｒ
川
口
並
木
町
住
宅
跡
地
の
市
有
地

と
、
建
物
完
成
後
に
市
が
取
得
を
予
定
し

て
い
る
公
共
床
を
交
換
す
る
も
の
。

財
産
の
無
償
貸
付
議
案

◆
財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

・
Ｕ
Ｒ
川
口
並
木
町
住
宅
跡
地
の
利
活
用
事

業
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
事
業
が
完
了

す
る
ま
で
、
市
の
土
地
を
無
償
で
貸
し
付

け
る
も
の
。

財
産
の
取
得
議
案

◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

・
塵
芥
車
（
３
ｔ
）

・
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

・
救
助
工
作
車

・
高
規
格
救
急
自
動
車

・
高
度
救
命
処
置
用
資
機
材

訴
え
の
提
起
議
案

◆
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

・
支
払
督
促
の
申
立
て

・
児
童
扶
養
手
当
返
還
金
等
の
請
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
７
件

和
解
議
案

◆
和
解
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
本
庁
舎
建
設
に
お
け
る
電
波
障
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
１
件

専
決
処
分
の
承
認
議
案

◆
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

・
令
和
７
年
度
川
口
市
一
般
会
計
補
正
予
算

・
川
口
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
２
件

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
議
案

◆
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
川
口
市
立
上
青
木
保
育
所

・
川
口
市
立
領
家
保
育
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
２
件

市
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
議
案

◆
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

・
安
行
第
375

－

６
号
線

◆
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

・
神
根
第
165
号
線

・
安
行
第
40
号
線

人
事
議
案

　
　
（
（新）
は
新
任
、
（再）
は
再
任
、
敬
称
略
）

◆
川
口
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意
に

つ
い
て

　
沖
田
　
　
保
（再）
、
　
小
櫃
　
敏
文
（再）
、

　
鈴
木
　
　
一
（新）
、
　
田
中
　
淳
子
（新）
、

　
豊
田
　
　
滿
（再）
、
　
中
田
　
裕
子
（再）
、

　
濱
田
　
義
彦
（新）
、
　
濱
野
　
隆
次
（新）
、

　
森
　
　
京
子
（再）
、
　
山
岡
佐
智
子
（再）
、

　
山
岡
　
宗
義
（再）
、
　
山
﨑
　
敬
司
（新）

◆
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
神
山
　
雅
子
（再）
、
　
髙
橋
　
光
代
（新）

議
員
提
案

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
今
定
例
会
に
議
員
提
案
と
し
て
、
意
見
書

２
件
の
提
出
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
う
ち

１
件
が
可
決
さ
れ
、
関
係
機
関
へ
送
付
し
ま

し
た
。

【
意
見
書
】

◆
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
等
の
影
響
に
よ
る
中

小
零
細
企
業
の
経
営
環
境
の
悪
化
に
対
す

る
緊
急
支
援
策
を
求
め
る
意
見
書

永
年
勤
続
議
員
表
彰

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
全
国
市
議
会
議
長
会
お
よ
び
埼
玉
県
市
議

会
議
長
会
か
ら
、
永
年
に
わ
た
る
地
方
自
治

の
進
展
と
市
政
の
発
展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ

た
功
績
に
対
し
、
次
の
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

◇
勤
続
15
年

　
榊
原
　
秀
忠

◇
勤
続
10
年

　
舩
津
　
由
徳議

会
人
事

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
奥
富
　
精
一
、
　
古
川
　
九
一
、

　
関
　
　
裕
通

【
戸
田
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
企
業
団
議
会
議
員
】

　
奥
富
　
精
一
、
　
福
田
　
洋
子
、

　
藤
田
み
つ
ぐ
、
　
古
川
　
九
一
、

　
杉
本
　
佳
代
、
　
若
谷
　
正
巳
、

　
関
　
由
紀
夫
、
　
松
本
　
幸
恵

所信と報告を述べる岡村市長

予
算
・一般
議
案
52
件
を
議
決

６月市議会定例会
　令
和
８
年
第
２
回
（
６
月
）
市
議
会
定
例
会
は
、
６
月
５
日
か
ら
30
日
ま
で
の
26
日
間
に

わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
追
加
議
案
を
含
め
、
予

算
議
案
４
件
、
条
例
議
案
な
ど
の
一
般
議
案
48
件
の
合
計
52
件
で
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

埼
玉
県
議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

県
議
会
広
報
番
組

「
こ
ん
に
ち
は
県
議
会
で
す
」

テ
レ
ビ
埼
玉(

地
デ
ジ
３
ch)

に
て

放
送
中

※
詳
細
は
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

　く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

本
会
議
の
様
子
が

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ア
ク
セ
ス
を
。

問い合わせ…議会事務局　i048-257-1405
k048-257-5500

問い合わせ…国民健康保険に加入のかた　　　　国民健康保険課　　i048-259-7670　k048-259-4950
　　　　　　後期高齢者医療制度に加入のかた　高齢者保険事業室　i048-259-7653　k048-259-7930

高額療養費の手続きに関するお問い合わせは、
ご加入の保険者（健康保険組合・全国健康保険協会・共済組合・国民健康保険組合・市担当課）まで

F0120-617-111今回の見直しなどに関するお問い合わせは、厚生労働省コールセンターF0120-617-111へ
月～土曜日 9:00～18:00（日曜・祝・休日、年末年始を除く）　　 運用期聞 …令和9年3月まで

年収目安 70歳
未満

ア

イ

ウ

エ

オ

－

－

70歳
以上

現役並み
所得者Ⅲ
現役並み
所得者Ⅱ
現役並み
所得者Ⅰ

一般

－

低所得Ⅱ

低所得Ⅰ

適用区分
入院＋外来
【月額上限】
（世帯ごと）
252,600円＋1％

〈多数回該当：140,100円〉
167,400円＋1％

〈多数回該当：93,000円〉
80,100円＋1％

〈多数回該当：44,400円〉
57,600円

〈多数回該当：44,400円〉
35,400円

〈多数回該当：24,600円〉

24,600円

15,000円

外来特例
【70歳以上のみ】
（個人ごと）

－

－

－

月額上限18,000円
（年間上限14.4万円）

－

月額上限8,000円

月額上限8,000円

入院＋外来
【月額上限】
（世帯ごと）
270,300円＋1％

〈多数回該当：140,100円〉
179,100円＋1％

〈多数回該当：93,000円〉
85,800円＋1％

〈多数回該当：44,400円〉
61,500円

〈多数回該当：44,400円〉
36,900円

〈多数回該当：24,600円〉
25,700円

〈多数回該当：24,600円〉

15,700円

入院＋外来
【年間上限】
（世帯ごと）

1,680,000円

1,110,000円

530,000円

530,000円

290,000円

290,000円

180,000円

外来特例
【70歳以上のみ】
（個人ごと）

－

－

－

月額上限22,000円
（年間上限21.6万円）

－

月額上限11,000円
（年間上限9.6万円）

月額上限8,000円

令和8年7月診療分まで 令和8年8月診療分～令和9年7月診療分

高額療養費制度とは、ひと月に医療機関へ支払った金額が高額になった場合、定められた上限額を超えて支払った金額を
払い戻す制度です。令和8年8月診療分から、月間の上限額が変更になるほか、新たに年間の上限額が新設されます。
なお、本制度の見直しは、令和8年度と令和9年度の2段階に分けて実施されます。詳細は厚生労働省ホームページをご確
認ください。

令和8年8月から高額療養費制度が見直されます

約1,160万円～

約770万円～
約1,160万円
約370万円～
約770万円

～約370万円

住民税非課税
（70歳未満）
住民税非課税
（70歳以上）
住民税非課税
（収入が一定以下・

70歳以上）
※多数回該当・・・直近12カ月以内に3回以上、上限額に達した場合、4回目から上限額が下がります。

▲厚生労働省
　ホームページ


